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人の動きの記述および力の定
量化のために必要な知識を身
に付け，単純な動きをキネマ
ティクスおよびキネティクス
で説明できる．

『物理量』『並進運動と回転運
動』『並進運動と回転運動の力
学』『流体力学』の基礎的な知
識を身に付け，単純な動きを説
明できる．

『物理量』『並進運動と回転運
動』『並進運動と回転運動の力
学』の基礎的な知識を身に付
け，単純な動きを説明できる
が，『流体力学』の理解は不十
分．

『物理量』『並進運動と回転運
動』の基礎的な知識を身に付
け，単純な動きを説明できる
が，『並進運動と回転運動の力
学』『流体力学』の理解は不十
分．

『物理量』の基礎的な知識を身
に付け，単純な動きを説明でき
るが，『並進運動と回転運動』
『並進運動と回転運動の力学』
『流体力学』の理解は不十分．

『物理量』『並進運動と回転運
動』『並進運動と回転運動の力
学』『流体力学』の基礎的な知
識をいずれも身に付けていない
ため，再学習が必要．

骨格筋と関節の特性を理解し
て，単純な動きの特性を説明
できる．

『骨格筋の収縮メカニズム』
『骨格筋の力学特性』『骨格・
関節構造』『関節可動域』につ
いて全て説明できる．

『骨格筋の収縮メカニズム』
『骨格筋の力学特性』『骨格・
関節構造』『関節可動域』につ
いて8割程度は説明できる．

『骨格筋の収縮メカニズム』
『骨格筋の力学特性』『骨格・
関節構造』『関節可動域』につ
いて7割程度は説明できる．

『骨格筋の収縮メカニズム』
『骨格筋の力学特性』『骨格・
関節構造』『関節可動域』につ
いて6割程度は説明できる．

『骨格筋の収縮メカニズム』
『骨格筋の力学特性』『骨格・
関節構造』『関節可動域』につ
いて5割以下しか説明できないた
め，再学習が必要．

基本的な日常動作およびス
ポーツ動作について，身体特
性を踏まえてキネマティクス
およびキネティクスで説明で
きる．

『身体重心』『立位姿勢』『歩
行と走行』『跳躍』『反射とス
キル』について全て説明でき
る．

『身体重心』『立位姿勢』『歩
行と走行』『跳躍』『反射とス
キル』について8割程度は説明で
きる．

『身体重心』『立位姿勢』『歩
行と走行』『跳躍』『反射とス
キル』について7割程度は説明で
きる．

『身体重心』『立位姿勢』『歩
行と走行』『跳躍』『反射とス
キル』について6割程度は説明で
きる．

『身体重心』『立位姿勢』『歩
行と走行』『跳躍』『反射とス
キル』について5割以下しか説明
できないため，再学習が必要．

体幹および四肢における様々
な外傷のメカニクスを説明す
ることができる．

『スポーツ外傷とアライメン
ト』『体幹の外傷のメカニク
ス』『四肢の外傷のメカニク
ス』『スポーツ外傷の応急処
置』について全て説明できる．

『スポーツ外傷とアライメン
ト』『体幹の外傷のメカニク
ス』『四肢の外傷のメカニク
ス』『スポーツ外傷の応急処
置』について8割程度は説明でき
る．

『スポーツ外傷とアライメン
ト』『体幹の外傷のメカニク
ス』『四肢の外傷のメカニク
ス』『スポーツ外傷の応急処
置』について7割程度は説明でき
る．

『スポーツ外傷とアライメン
ト』『体幹の外傷のメカニク
ス』『四肢の外傷のメカニク
ス』『スポーツ外傷の応急処
置』について6割程度は説明でき
る．

『スポーツ外傷とアライメン
ト』『体幹の外傷のメカニク
ス』『四肢の外傷のメカニク
ス』『スポーツ外傷の応急処
置』について5割以下しか説明で
きないため，再学習が必要．

加齢に伴う動きの変化につい
て説明することができる．

加齢に伴う『体力低下』『立位
姿勢』『立ち上がり動作』『歩
行』『障害物歩行』『階段昇降
動作』について全て説明でき
る．

加齢に伴う『体力低下』『立位
姿勢』『立ち上がり動作』『歩
行』『障害物歩行』『階段昇降
動作』について8割程度は説明で
きる．

加齢に伴う『体力低下』『立位
姿勢』『立ち上がり動作』『歩
行』『障害物歩行』『階段昇降
動作』について7割程度は説明で
きる．

加齢に伴う『体力低下』『立位
姿勢』『立ち上がり動作』『歩
行』『障害物歩行』『階段昇降
動作』について6割程度は説明で
きる．

加齢に伴う『体力低下』『立位
姿勢』『立ち上がり動作』『歩
行』『障害物歩行』『階段昇降
動作』について5割以下しか説明
できないため，再学習が必要．
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